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■施設見学をご希望の方がいらっしゃいましたら、こちらからお申込みください！→ http://chantere.jp/contact/

■スタッフが毎日着るものだから、制服選びもこだわりました。
施設開設当初から変わらない、リュエル・シャンテールの制服。看護師を除く施設スタッフの全員が、
共通のシャツ（2色）、チノパン、カーディガンを着用しています。その制服にも、
こだわりがございます。制服選びは、リュエル・シャンテールの『個性』が感じられるものにしたいという
思いから、スタートしました。置鮎社長、杉本施設長をはじめ、施設の開設に携わったメンバーで
制服に関する話し合いをした際には、
「一見すると介護施設の制服と思われないような、オシャレな制服がいい」
「清潔感があって、明るい雰囲気になる制服がいい」
「崩しすぎず、かしこまり過ぎずない、日常に調和した感じがいい」など、
様々な意見が出ました。50着を超える制服サンプルから吟味し、実際に
試供品を取り寄せ、袖を通して選び抜いたのが、今の制服なんです。
シャツの色は、青とピンクの2種類がございます。性別や雇用形態、
職位などではなく、役割や業務範囲の違いによる色分けになっています。
「普段ピンクなんて着ないよ！」と言っていた男性スタッフも、難なく着こなして
います。みんなにフィットして、さりげなく主張する。そんな制服です♪

施設の様子②
（働くスタッフにインタビュー♪編）

様々な職種のスタッフを積極採用中★採用HPは右記をチェック→http://chantere.jp/
『リュエル・シャンテール』では、施設見学を随時受け付けています！

施設の様子①
（やるときはやる！編）

■感染症が流行するこの季節。研修を通じて、理解を深めます。

入居者様に安心して毎日を
過ごして頂くために、健康・
体調管理はもっとも重要な
ことの一つです。
感染委員会が中心となり、
感染症の理解と正しい対処
について、施設内で研修を
行っています。写真は、
ノロウイルス対策の研修時
の様子。キットを用いて、
処理方法を実践的に学びます。

理解を深めます。学んだことは、自分自身の健康管理にもつながります。

制服の“こだわり”を ご紹介します！

秋の『作品展』を開催しています♪ ハイレベルな作品の数々に、
展示ブースは大盛り上がり！

■芸術の秋！ということで、11月3日『文化の日』から入居者様が作った作品を展示しています！
毎年秋の恒例行事『作品展』を、今年も開催しました！施設1階のエントランスに、特設展示ブースを設営。入居者様手作りの作品をお預かりし、
展示しています。作品のバリエーションは様々。手芸、裁縫、短歌、塗り絵など、20を超えるハイレベルな作品が並んでいます。来館された
ご家族や見学者、職員からも大好評で、思わず足を止めて見入る人で展示ブースは大盛り上がり！出展した入居者様も、嬉しそうな様子でした♪

▲ただ話を聞くだけでなく、実践的な内容で

▲施設内で実施しているサークル活動『サロンdeリュエル』内で制作した作品も、展示しています。 ▲様々な作品が、展示ブースを彩っています。

■『生活支援スタッフ』として活躍するKさんに、お話しを伺いました！
■当施設に入社したきっかけを教えて下さい

‐フィットネスクラブでインストラクターの仕事も
しています。その中で介護予防の体操を行うなど、
「介護」との共通点が多くありました。また、介護
の知識や経験は自分の家族（両親）のためにも必要
なものだと強く感じ、『生活支援スタッフ』に応募
しました。

■実際に働いてみて、感じたことをお聞かせ下さい
‐思っていた以上に楽しく仕事をしています。入居者様
と接していると、色々なお話を通じて『逆に元気を
もらっている』と感じます。職場の皆も優しく丁寧に
教えてくれるので、とても有り難いです。

■今後の意気込みを教えてください
‐先輩たちのように、早く1人前になりたいです。また、
将来的には初任者研修の資格を取って、介護の仕事の
専門性を深めていきたいと思っています。

▲非常勤（パート）の
『生活支援スタッフ』
として働いているKさん


